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令和６年５月１日発行

議 会 だ よ り

Vol.205

春祭り（當護稲荷神社）春祭り（當護稲荷神社）



　第１回定例会は、２月27日から３月18日（21日間）の日程で開催され、条例７件（新規１件）、
当初予算６件、補正予算３件、教育委員の任命同意を含む人事案件２件等23議案を審議しました。
　一般会計予算案については修正可決、それ以外の議案については原案のとおり可決しました。
　また、町長に対し、８人の議員が町政全般について一般質問を行いました。

定例会概要

令和６年度　各種会計予算一覧表
会　計　名 予　算　額 前年度比較

一 般 会 計 80億1,117万円 ▲1億9,282万円 97.6％

国民健康保険事業特別会計 17億7,889万円 ▲1,856万円 99.0％

後期高齢者医療特別会計 2億2,959万円 2,805万円 113.9％

介 護保険事業特別会計 15億1,843万円 ▲3,696万円 97.6％

水 道 事 業 会 計 5億3,850万円 ▲1,352万円 97.6％

下 水 道 事 業 会 計 9億9,617万円 ▲7,040万円 93.4％

議　会　費

総　務　費

民　生　費

衛　生　費

農林水産業費

商　工　費

土　木　費

消　防　費

教　育　費

災害復旧費

公　債　費

そ　の　他

8,420円

6,827円

126,570円

173,547円

36,849円

35,125円

11,919円

120,466円

26,985円

98,755円

1,402円

48,791円

0 ２万円 4万円 6万円 8万円 10万円 12万円 14万円 16万円 18万円

【自主財源】
25億4,052万円
町が自主的に確保することが
できる財源

【依存財源】
54億7,065万円
国、県から交付される財源

一 般 会 計 予 算 内 訳一 般 会 計 予 算 内 訳

◎町民一人当たりの支出額
（令和６年３月末日時点総人口　11,516人）

歳出合計　　695,656円

80億
1,117万円

総務費
14億5,758万円

民生費
19億9,857万円

衛生費
4億2,435万円

消防費
3億1,076万円

教育費
11億3,726万円

災害復旧費
1,615万円

公債費
5億6,188万円

土木費
13億8,728万円

農林水産業費
4億450万円

商工費
1億3,726万円

労働費 1,490万円

議会費
9,696万円

予備費 1,600万円
諸支出金 4,772万円

80億
1,117万円

町債
8億3,509万円

町税
12億7,449万円

分担金
及び負担金
3,086万円

使用料
及び手数料
1億3,345万円

その他自主財源
2億7,410万円

繰入金
（財政調整基金等）
8億2,762万円

地方交付税等
32億837万円

国庫支出金
9億7,572万円

県支出金
4億5,147万円

依存財源

自主
財源

【歳入】

【歳出】

～トイレ建設工事請負費2,700万円減額～

令和６年第１回定例会

一般会計予算  一部減額 とする修正案一般会計予算  一部減額 とする修正案 可決可決

　今回の予算は、人件費や管理経費等の義務的
経費の他、町長の公約を実現するための各種事
業に係る経費で編成されました。
　この中で、一般会計予算は議員２名から修正
案が提出され、修正案に対する質疑、討論を行
いました。採決の結果、賛成、反対同数となり、
「予算審査特別委員会での採決の結果も僅差で
あり、執行部による事業内容のさらなる検討・
説明が必要である。さらに、町民にとって何が
最適か、町がこれから今後どのように歩むべき
か」との判断の下、議長裁決により修正案を可
決としました。

　これにより、一般会計予算約80億円のほか、
特別・企業会計を合わせた歳入歳出の総額は約
131億円となりました。

当初予算概要

令
和
６
年
第
１
回
定
例
会

令
和
６
年
第
１
回
定
例
会

令
和
６
年
第
１
回
定
例
会

令
和
６
年
第
１
回
定
例
会
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議員議員は は 予算予算のの「ココ」「ココ」をを議論議論したした！！議案第17号議案第17号
　 令和６年度山元町一般会計予算　 令和６年度山元町一般会計予算

原
案
に
賛
成
（
ト
イ
レ
建
設
費
予
算
に
賛
成
）

岩
佐
　
孝
子
　
議
員

復
興
事
業
と
し
て
完

遂
さ
せ
る
べ
き
‼

　
慰
霊
碑
建
立
時
に
計
画

ど
お
り
遂
行
し
、
整
備
し

な
か
っ
た
こ
と
が
問
題
で

あ
る
。

　
建
設
工
事
費
は
物
価
高

騰
に
よ
り
、
住
民
負
担
軽

減
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

費
用
対
効
果
を
考
え
る
の

な
ら
10
数
か
所
も
ト
イ
レ

設
置
を
し
て
き
た
の
だ
ろ

う
か
。

　
賛
成
、
反
対
で
は
な
く
、

復
興
で
き
た
の
は
海
外
・

全
国
各
地
か
ら
の
温
か
い

支
援
を
頂
け
た
か
ら
で
あ

る
。
高
齢
の
方
、
杖
を
使

う
方
、
車
椅
子
の
方
な
ど
、

鎮
魂
の
場
と
し
て
誰
で
も

訪
問
で
き
る
場
と
し
禍
根

を
残
さ
ず
、
震
災
復
興
事

業
と
し
て
完
遂
さ
せ
る
べ

き
で
あ
る
。

伊
藤
　
貞
悦
　
議
員

公
の
施
設
に
常
設
ト

イ
レ
は
必
要
不
可
欠

　
「
大
地
の
塔
」
は
震
災

で
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
慰

霊
を
目
的
と
し
た
「
町
の

震
災
慰
霊
碑
」
で
あ
り
、

常
設
の
ト
イ
レ
は
必
要
不

可
欠
で
あ
る
。

　
近
く
に
ト
イ
レ
が
あ
る

か
ら
い
ら
な
い
と
の
考
え

は
、
施
設
設
置
の
観
点
か

ら
お
か
し
い
。

　
逆
に
「
大
地
の
塔
」
に

ト
イ
レ
は
不
必
要
な
の
か

問
い
た
い
。

　
今
定
例
会
に
お
い
て
も

疑
問
点
に
つ
い
て
は
、
町

長
か
ら
真
摯
な
態
度
で
丁

寧
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　
今
後
、
人
件
費
・
材
料

費
の
高
騰
、
諸
物
価
の
上

昇
か
ら
判
断
し
、
早
急
に

整
備
す
べ
き
も
の
と
考
え
、

原
案
に
賛
成
す
る
。

丸
子
　
直
樹
　
議
員

早
急
な
再
建
を
期
待

し
た
い
！

　
「
大
地
の
塔
」
へ
の
ト

イ
レ
設
置
に
関
し
て
は
、

昨
年
の
第
２
回
、
第
４
回

定
例
会
に
て
議
論
さ
れ
た
。

　

第
２
回
定
例
会
で
は
、

修
正
案
の
理
由
が
補
正
予

算
と
い
う
点
と
審
議
不
十

分
と
い
う
点
で
あ
っ
た
が
、

今
回
は
当
初
予
算
で
あ
り
、

説
明
及
び
審
議
も
十
分
さ

れ
た
と
考
え
る
。

　
以
前
あ
っ
た
ト
イ
レ
は
、

旧
執
行
部
の
都
合
で
解
体

さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
現
在
「
大
地
の
塔
」
の

環
境
整
備
は
花
釜
区
が
主

に
行
っ
て
い
る
が
、
不
自

由
の
声
が
聞
か
れ
る
。
こ

れ
は
、
整
備
し
た
町
の
瑕か

疵し

と
も
考
え
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
原
案
に
賛
成
で
あ

る
。

髙
橋
眞
理
子
　
議
員

議
長
の
自
由
裁
量
に

期
待
す
る

　
原
案
に
賛
成
の
立
場
で

討
論
を
行
う
。

　
今
回
で
３
回
目
と
な
る

慰
霊
碑
「
大
地
の
塔
」
敷

地
内
に
ト
イ
レ
設
置
の
案

件
つ
い
て
は
、
今
ま
で
２

回
と
も
賛
成
、
反
対
同
数

で
あ
り
、
２
回
と
も
議
長

裁
決
で
否
決
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
後
今
ま
で
反
対
理

由
に
対
し
て
、
町
長
は
じ

め
、
執
行
部
は
説
明
を
尽

く
し
議
論
も
重
ね
て
き
た
。

限
ら
れ
た
財
源
の
な
か
で

熟
慮
し
、
や
り
く
り
し
て

い
る
こ
と
な
ど
も
理
解
さ

れ
な
い
の
は
不
可
解
だ
。

　
議
長
の
「
現
状
維
持
の

原
則
」
に
束
縛
さ
れ
な
い

自
由
裁
量
に
期
待
す
る
も

の
だ
。

品
堀
　
栄
洋
　
議
員

現
状
は
一
刻
も
早
く

改
善
す
る
べ
き

　
震
災
の
発
生
か
ら
13
年

と
な
っ
た
３
月
11
日
、
町

の
追
悼
行
事
が
催
さ
れ
た

「
大
地
の
塔
」
に
は
多
く

の
参
列
者
が
あ
っ
た
。
震

災
命
日
だ
け
で
な
く
、
訪

問
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活

の
中
で
時
間
を
作
り
、
慰

霊
に
来
て
い
た
だ
い
て
い

る
。

　
最
寄
り
の
公
衆
ト
イ
レ

ま
で
往
復
２
キ
ロ
も
か
か

る
現
状
は
、
一
刻
も
早
く

改
善
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
。

　
ト
イ
レ
の
心
配
を
す
る

こ
と
な
く
、
い
つ
で
も
、

い
つ
ま
で
で
も
、
思
い
思

い
に
追
悼
す
る
時
間
を
過

ご
し
て
も
ら
え
る
環
境
を

整
え
る
た
め
に
、
原
案
に

賛
成
す
る
。

遠
藤
　
龍
之
　
議
員

神
聖
な
公
共
の
場
に

設
置
は
必
要

　
機
関
決
定
、
意
思
決
定

が
一
部
の
圧
力
に
よ
っ
て

覆
さ
れ
る
、
と
い
う
異
常

な
議
会
運
営
に
よ
っ
て
否

定
さ
れ
て
い
る
「
大
地
の

塔
」
ト
イ
レ
設
置
の
問
題

は
、
最
初
に
あ
っ
た
反
対

理
由
が
解
決
す
る
と
、
ま

た
新
た
な
理
由
を
つ
け
て

く
る
と
い
う
、
反
対
す
る

理
由
が
一
貫
し
て
い
な
い

も
の
で
あ
る
。

　
被
災
さ
れ
、
亡
く
な
ら

れ
た
遺
族
関
係
者
が
集
ま

る
神
聖
な
公
共
施
設
の
場

に
、
ト
イ
レ
が
な
い
の
は

問
題
で
あ
る
。
今
後
議
会

の
正
常
化
と
併
わ
せ
、
ト

イ
レ
設
置
は
必
要
、
そ
の

実
現
に
取
り
組
む
立
場
か

ら
賛
成
で
あ
る
。

○一般会計予算修正案提出
　歳入歳出予算の「80億3,817万円」を「80
億1,117万円」に改める
　発議者：岩佐　哲也　　岩佐　秀一
 提案理由（要旨） 
　「大地の塔」敷地内にトイレを建設する必
然性については、詳細な根拠が示されず、本
事業が町民の理解を得るに十分な検討の結果
で提案されたとは言い難い。
　これまでの行政運営を踏まえると極めて非
常識、不適切な手法であり、町民に対して納
得感を与えてきた歴史を大胆に否定するもの
である。今回の当初予算において、昨年6月
補正で減額修正した2,700万円のままで工事
費を上程することは、議会軽視と言わざるを
得ない。

○予算審査特別委員会審査報告
　審査結果　「可決すべきもの」
 附帯意見 
　坂元地区定住推進事業など主要な事務・事
業については、予め議会に対して説明し、一
定のビジョン・全体像を明らかにし、財政状
況など町の現状と行く末を踏まえ、共通理解
のもとで推進すること。

問　

�「
大
地
の
塔
」
に
ト
イ
レ
は
い
ら
な
い
と
言
う
こ

と
か

答　

�

い
ら
な
い
と
は
言
っ
て
い
な
い
。
利
用
頻
度
、
規

模
、
価
格
、
優
先
順
位
等
々
総
合
的
に
み
て
も
う

少
し
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。

問　

�

ト
レ
ー
ラ
ー
ト
イ
レ
の
耐
久
性
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

10
年
し
か
持
た
な
い
も
の
も
あ
る
が
。

答　

�

Ｒ
Ｃ
構
造
よ
り
は
劣
る
と
思
わ
れ
る
が
、
今
は
20

年
く
ら
い
持
つ
。
何
が
何
で
も
ト
レ
ー
ラ
ー
ト
イ

レ
に
す
べ
き
と
提
案
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
事

前
に
提
案
し
た
一
つ
の
検
討
課
題
で
あ
る
。

問　
優
先
順
位
と
は
何
か
。

答　

�

こ
の
ト
イ
レ
の
利
用
頻
度
は
少
な
い
と
思
わ
れ
る
。

各
地
区
か
ら
要
望
さ
れ
て
い
る
、
東
街
道
の
鷲
足

交
差
点
付
近
や
道
路
の
危
険
個
所
改
善
、
改
修

等
々
、
住
民
の
安
全
・
安
心
を
最
優
先
す
べ
き
で

は
な
い
の
か
と
考
え
る
。

問　
公
共
施
設
に
ト
イ
レ
は
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
。

答　

�

造
る
に
し
て
も
、
コ
ス
ト
、
規
模
、
時
期
等
々
総

合
的
に
再
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

発
議
者
へ
の
質
疑

議
案
第

議
案
第
1717
号
討
論

号
討
論

議
案
第

議
案
第
1717
号
討
論

号
討
論
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議案第17号　採決表（修正案に賛成）
　賛成反対同数のため議長裁決により修正可決

氏
　
名

竹
内　
和
彦

髙
橋
眞
理
子

遠
藤　
龍
之

丸
子　
直
樹

大
和　
晴
美

渡
邊
千
恵
美

伊
藤　
貞
悦

品
堀　
栄
洋

岩
佐　
秀
一

齋
藤　
俊
夫

岩
佐　
孝
子

岩
佐　
哲
也

菊
地　
康
彦

採
決
結
果
○●●●○○●●○○●○－

　　賛成　○　　反対　●　　議長　－

修
正
案
に
賛
成
（
ト
イ
レ
建
設
費
予
算
に
反
対
）

渡
邊
千
恵
美
　
議
員

安
心
・
安
全
の
た
め

の
排
水
対
策
を
望
む

　
「
大
地
の
塔
」
の
敷
地

内
に
ト
イ
レ
が
必
要
で
あ

る
な
ら
ば
、
鎮
魂
の
日
に

仮
設
ト
イ
レ
を
置
く
必
要

が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

確
か
に
、
ト
イ
レ
が
あ
れ

ば
本
当
に
あ
り
が
た
い
が
、

当
日
は
、
な
く
て
も
乗
り

切
れ
た
。

　
以
前
花
釜
区
か
ら
ト
イ

レ
設
置
の
請
願
が
出
さ
れ

た
が
、
他
地
区
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
か
ら
も
様
々

な
要
望
が
あ
る
。
請
願
や

要
望
が
あ
る
度
に
応
じ
た

ら
、
財
政
は
悪
化
す
る
懸

念
が
あ
る
。

　
ト
イ
レ
設
置
以
上
に
町

民
が
望
む
こ
と
は
、安
心・

安
全
の
た
め
の
排
水
対
策

で
あ
る
。

竹
内
　
和
彦
　
議
員

な
ぜ
、
解
体
し
た
の

か
　
元
々
こ
こ
に
は
公
衆
ト

イ
レ
が
あ
っ
た
。
そ
し
て

こ
の
地
に
慰
霊
碑
が
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
つ

の
間
に
か
解
体
撤
去
さ
れ

た
。
な
ぜ
な
の
か
。

　
そ
し
て
再
び
ト
イ
レ
を

作
る
と
言
う
。
そ
の
経
緯

経
過
の
説
明
が
な
い
。
令

和
５
年
６
月
議
会
に
お
い

て
も
、
こ
の
件
は
多
く
の

時
間
を
割
い
て
議
論
し
、

否
決
さ
れ
た
案
件
。
建
設

費
２
７
０
０
万
円
は
高
す

ぎ
る
と
の
意
見
も
無
視

し
、
今
回
再
び
同
額
の

２
７
０
０
万
円
の
予
算
を

計
上
し
て
い
る
。
こ
れ
は

議
会
軽
視
そ
の
も
の
で
あ

る
。

大
和
　
晴
美
　
議
員

公
共
施
設
ト
イ
レ
へ

看
板
に
よ
る
誘
導
は

　
ト
イ
レ
が
無
い
こ
と
に

よ
る
不
便
さ
と
、
ト
イ
レ

を
造
る
こ
と
に
よ
る
町
の

負
担
を
よ
く
考
え
る
べ
き

で
あ
る
。
ト
イ
レ
が
無
い

こ
と
に
対
す
る
対
策
と
し

て
、
例
え
ば
、
ト
イ
レ
が

設
置
さ
れ
て
い
る
公
共
施

設
へ
の
看
板
に
よ
る
誘
導

な
ど
考
え
ら
れ
な
い
か
。

　
被
災
地
で
暮
し
て
い
く

者
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も

持
続
可
能
な
町
を
つ
く
っ

て
い
く
た
め
に
維
持
管
理

の
問
題
は
避
け
る
こ
と
が

で
き
な
い
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
修
正

案
に
賛
成
す
る
。

齋
藤
　
俊
夫
　
議
員

他
の
課
題
解
決
を
優

先
す
べ
き

　
旧
ト
イ
レ
跡
地
に
住
む

方
へ
の
県
道
改
修
工
事
に

伴
う
代
替
地
の
提
供
協
力

で
、
既
に
元
々
の
設
置
費

２
４
０
０
万
円
に
撤
去
費

等
を
含
め
３
３
０
０
万
円

要
し
て
お
り
、
新
た
な
設

置
費
を
加
え
６
千
万
円
に

も
な
る
。

　
本
案
は
唐
突
に
浮
上
し
、

令
和
５
年
６
月
補
正
予
算

で
減
額
修
正
さ
れ
、
12
月

議
会
で
花
釜
区
か
ら
の
請

願
が
不
採
択
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
そ
の
２
カ
月
後
に

新
年
度
予
算
に
再
度
計
上

と
議
会
軽
視
の
対
応
。

　
健
全
な
財
政
運
営
が
求

め
ら
れ
る
中
、
滞
在
時
間

の
少
な
い
「
大
地
の
塔
」

へ
の
ト
イ
レ
設
置
は
、
利

用
者
が
少
な
く
限
定
的
で

あ
る
。

目で見る予算

3,732万円

排水対策事業
（排水方策検討業務）

4,214万円

小・中学校給食費
無償化事業

2,100万円

坂元地区定住促進事業新規

9,213万円

町指定文化財「大條家茶室」
修復・活用事業

新規

○
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援

　
問　

�

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
学
校
へ
の
配
置
が
年
々
減
少
し

て
い
る
が
、
こ
れ
は
時
代
に
逆
行
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。

　
答　

�

５
校
に
２
人
の
配
置
と
な
る
も
の
の
、
こ
れ
は
国

の
基
準
を
満
た
す
も
の
で
あ
る
。

○
坂
元
地
区
定
住
促
進
事
業

　
問　

�

子
育
て
世
代
向
け
の
宅
地
整
備
と
の
こ
と
だ
が
、

坂
元
地
区
の
子
育
て
の
未
来
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

　
答　

�

で
き
る
だ
け
若
い
世
代
に
移
住
し
て
も
ら
え
る
よ

う
な
宅
地
を
作
る
た
め
の
基
礎
調
査
で
あ
る
。
今

後
、
議
会
の
意
見
も
踏
ま
え
つ
つ
進
め
て
行
き
た

い
。

○
ふ
る
さ
と
納
税

　
問　

�

先
進
自
治
体
を
参
考
に
、
直
接
町
長
が
「
企
業
版

ふ
る
さ
と
納
税
」
を
各
地
に
Ｐ
Ｒ
に
行
く
こ
と
が

非
常
に
重
要
で
効
果
が
あ
る
の
で
は
。

　
答　

�

企
業
立
地
セ
ミ
ナ
ー
等
を
活
用
し
、
努
力
し
て
い

き
た
い
。

○
職
員
研
修

　
問　

�

職
員
研
修
に
対
し
て
、
消
極
的
と
感
じ
ら
れ
る
が
。

　
答　

�

階
層
別
研
修
、
専
門
研
修
、
メ
ン
タ
ル
研
修
や
視

察
も
含
め
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

特
別
委
員
会
質
疑

※�元坂元中学校跡地を子育て世帯向け宅地として
活用するための測量、設計の実施

※�町内小・中学校児童生徒の給食費を無償化する
もの

議
案
第

議
案
第
1717
号
討
論

号
討
論

目
で
見
る
予
算
・
質
疑

目
で
見
る
予
算
・
質
疑
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○一般質問とは
　町の行政全般にわたり、
状況や見通しを聞き疑問点
をただし、所信の表明を求
めるもの。

※スペースの都合上、質問項目の前に「★」が
付いている内容のみ掲載しております。
掲載項目以外の内容の詳細は、右のQR
コードから録画映像をご覧ください。➡

○大和　晴美　議員　･････････････････････････････････････････････････････････････････ Ｐ10
　★１　帯状疱疹の予防ワクチン接種について
　★２　妊娠期から子育て期までの切れ目のない支援について

○岩佐　哲也　議員　･････････････････････････････････････････････････････････････････ Ｐ11
　★１　選挙公約に掲げた諸問題の取り組み状況及び今後の対応について

○伊藤　貞悦　議員　･････････････････････････････････････････････････････････････････ Ｐ12
　★１　町制70周年記念事業及びこれからの「町づくり」について

○渡邊　千恵美　議員　･･･････････････････････････････････････････････････････････････ Ｐ13
　★１　排水対策について

○髙橋　眞理子　議員　･･･････････････････････････････････････････････････････････････ Ｐ14
　★１　自助・共助による防災意識の高い町づくりに向けた町の対応について

○齋藤　俊夫　議員　･････････････････････････････････････････････････････････････････ Ｐ15
　★１　未来に向けた町政運営について
　★２　持続可能なまちづくりを見据えた財政運営について

○岩佐　孝子　議員　･････････････････････････････････････････････････････････････････ Ｐ16
　★１　活気あふれた町づくりについて

○遠藤　龍之　議員　･････････････････････････････････････････････････････････････････ Ｐ17
　★１　介護保険事業の取り組みについて
　　２　老人福祉対策の拡充を
　★３　「町民が主人公のまち・山元町」の実現に向けた取り組みについて

我 が 町 政 を 問 う一 般 質 問
一般質問大綱一覧

この予算どうなる!?この予算どうなる!?　総括質疑　総括質疑
問　
元
坂
元
中
学
校
跡
地
の
坂
元
地
区
定
住
促
進

事
業
に
お
け
る
２
１
０
０
万
円
に
つ
い
て
は
。

答　
今
後
の
方
策
を
定
め
る
具
体
的
な
判
断
材
料

と
し
て
、
測
量
及
び
概
略
設
計
業
務
に
係
る
経
費

で
あ
る
。

問　
現
段
階
で
住
宅
の
他
に
も
、
保
育
所
や
子
育

て
世
帯
に
魅
力
あ
る
施
設
等
、
全
体
的
構
想
は
。

答　
土
地
の
正
確
な
地
形
や
面
積
、
境
界
を
確
立

さ
せ
る
た
め
の
測
量
を
行
っ
た
後
、
概
略
設
計
と

し
て
道
路
等
の
配
置
や
宅
地
の
形
状
、
区
画
数
に

つ
い
て
等
、
議
会
に
も
示
し
な
が
ら
検
討
を
し
て

い
く
。

問　
今
年
11
月
供
用
開
始
予
定
、
町
指
定
文
化
財

大
條
家
茶
室
修
復
活
用
事
業
の
内
容
は
。

答　
来
年
度
は
ト
イ
レ
や
北
側
庭
園
の
整
備
を
行

い
、
仙
台
藩
唯
一
の
茶
室
と
し
て
、
一
般
公
開
や

本
格
的
な
茶
会
等
、
交
流
人
口
の
拡
大
と
賑
わ
い

の
創
出
に
務
め
る
。

問　
深
山
山
麓
少
年
の
森
拡
張
改
修
工
事
と
敷
地

内
自
然
観
察
路
環
境
整
備
事
業
は
。

答　
令
和
７
年
夏
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
に

向
け
、
既
存
管
理
棟
等
の
改
修
工
事
や
、
登
山
者

の
安
全
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
森
林
環
境
整
備

基
金
約
774
万
円
を
整
備
費
と
し
て
活
用
す
る
。

髙
橋 

眞
理
子 

議
員

公
約
事
業
の
坂
元
地
区
定
住
促
進
事
業
は

【
町
長
】
当
該
事
業
の
推
進
は
大
変
重
要
な
施
策
だ

問　
こ
の
間
、
議
会
な
ど
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
町

民
の
声
、
決
算
等
で
指
摘
さ
れ
た
事
項
な
ど
は
、

新
年
度
予
算
に
生
か
さ
れ
て
い
る
か
。

答　
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
事
業
を
始
め
と
す
る
高

齢
者
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
、
補
聴
器
購
入
助

成
事
業
の
開
始
、
通
報
シ
ス
テ
ム
事
業
の
周
知
を

図
る
な
ど
、
高
齢
者
の
方
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
生
活
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
た
い
。

問　
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
運
用
開
始
か
ら

４
年
を
迎
え
、
再
度
の
任
用
「
勤
勉
手
当
」
の
支

給
、
雇
用
の
安
定
と
処
遇
の
改
善
等
、
対
応
が
問

わ
れ
て
い
る
。

　
そ
れ
ら
の
対
策
も
含
め
、
予
算
執
行
を
進
め
て

い
く
上
で
、
現
状
の
正
規
、
非
正
規
職
員
の
割
合

等
、
働
き
や
す
い
職
場
環
境
が
保
障
さ
れ
る
行
政

執
行
体
制
と
な
っ
て
い
る
か
。

答　
本
庁
の
会
計
年
度
任
用
職
員
は
約
100
名
で
あ

り
、
職
員
全
体
の
約
３
割
と
な
っ
て
い
る
。
国
の

制
度
に
準
じ
て
採
用
し
、
雇
用
の
安
定
化
、
柔
軟

な
働
き
方
、
待
遇
面
で
の
さ
ら
な
る
改
善
に
努
め

て
お
り
、
正
規
、
非
正
規
職
員
と
も
に
働
き
や
す

い
職
場
環
境
が
保
障
さ
れ
る
行
政
組
織
体
制
に

な
っ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

遠
藤 

龍
之 

議
員

予
算
に
町
民
の
声
は
生
か
さ
れ
て
い
る
か

【
町
長
】
安
心
し
て
生
活
で
き
る
環
境
を
作
り
た
い

問　
財
政
健
全
化
に
向
け
て
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
伺
う
。
わ
が
町
の
現
状
は
年
々
非
常
に
厳
し
さ

を
増
し
て
き
て
お
り
、
真
水
の
基
金
残
高
も
減
少
、

財
政
力
指
数
も
0
・
37
と
年
々
悪
化
。
平
成
20
年

代
後
半
の
財
政
危
機
状
態
よ
り
悪
い
数
字
で
あ
る
。

そ
の
危
機
感
は
あ
る
の
か
。

　
あ
れ
ば
、
今
回
の
予
算
編
成
時
に
ど
の
よ
う
な

指
示
を
し
た
の
か
。
歳
出
削
減
策
、
歳
入
増
加
策

等
々
及
び
、
仕
事
の
や
り
方
改
革
等
に
つ
い
て
伺

う
。

答　
歳
出
予
算
に
つ
い
て
は
、
債
務
負
担
行
為
や

国
の
制
度
改
正
に
基
づ
く
経
費
等
も
含
む
こ
と
か

ら
、
私
か
ら
は
特
に
個
別
具
体
の
指
示
は
し
て
い

な
い
。
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
予
算
の
指
示
も
特
に
し
て
い

な
い
。

　
税
収
増
加
対
策
に
は
、
財
政
基
盤
の
確
保
・
強

化
に
つ
い
て
産
業
振
興
や
雇
用
の
拡
大
、
移
住
・

定
住
対
策
な
ど
を
は
じ
め
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
な
ど
の
活
用
を
、
必
要
に
応
じ
事
業
の

実
施
時
期
や
規
模
を
調
整
し
、
予
算
編
成
を
す
る

よ
う
指
示
し
た
。

　
財
政
健
全
化
に
向
け
て
は
、
今
後
危
機
意
識
を

も
っ
て
町
政
の
か
じ
取
り
を
行
っ
て
い
く
。

岩
佐 

哲
也 

議
員

今
後
の
財
政
状
況
に
危
機
感
は
あ
る
か

【
町
長
】
楽
観
視
は
出
来
な
い
、
危
機
意
識
は
必
要

問　
坂
元
地
区
定
住
促
進
事
業
は
、
重
要
か
つ
前

向
き
な
施
策
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
全
体
像
が
不
明

瞭
で
唐
突
な
提
案
。

　
他
の
主
要
事
業
と
同
様
に
議
会
に
説
明
を
し
た

上
で
進
め
る
べ
き
。

答　
し
っ
か
り
し
た
計
画
の
元
に
進
め
る
べ
き
で
あ

る
が
、
取
り
あ
え
ず
基
礎
的
な
調
査
を
進
め
た
い
。

問　
議
会
に
説
明
の
機
会
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
筋
の
通
ら
な
い
運
び
で
議
会
軽
視
の
生
煮

え
予
算
で
あ
る
。
仕
切
り
直
し
を
。

答　
先
へ
進
む
た
め
の
最
低
限
の
基
礎
資
料
と
い

う
こ
と
で
理
解
を
。

問　
茶
室
整
備
は
３
千
万
円
程
度
か
ら
始
ま
り
、

今
や
１
億
円
を
超
え
、
さ
ら
に
南
側
外
構
整
備
が

予
定
さ
れ
て
い
る
。

　
豊
臣
家
由
来
で
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
身
の
丈
以
上
の
整
備
に
よ
っ
て
い
か

ほ
ど
の
利
用
見
込
み
と
地
域
活
性
化
が
期
待
さ
れ

る
の
か
。

答　
解
体
保
存
よ
り
も
現
状
保
存
の
方
が
安
価
で
、

早
い
段
階
で
交
流
人
口
に
も
か
か
わ
る
し
、
あ
る

物
を
活
用
し
て
町
を
発
信
す
る
た
め
の
予
算
化
。

　
令
和
７
年
度
以
降
の
整
備
は
、
状
況
を
勘
案
し

負
担
を
抑
え
た
い
。
利
用
形
態
は
条
例
等
が
定

ま
っ
て
い
な
い
の
で
答
弁
を
控
え
る
。

齋
藤 

俊
夫 

議
員

全
体
像
を
明
確
化
に
し
た
事
業
推
進
を

【
町
長
】
取
り
あ
え
ず
基
礎
的
な
調
査
を
す
る

総
括
質
疑

総
括
質
疑

総
括
質
疑

総
括
質
疑
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問　
就
任
後
、
約
２
年
が

過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
が
、

住
民
と
の
公
約
実
現
は
あ

ま
り
目
立
た
な
い
が
な
ぜ

か
。

　
町
長
の
考
え
る
町
政
刷

新
と
は
ど
こ
を
ど
う
変
え

る
こ
と
か
。

答　
刷
新
は
、
町
政
の
進

め
方
や
重
点
事
業
の
優
先

順
位
等
の
こ
と
と
捉
え
て

い
る
。
重
要
な
の
は
そ
れ

ら
を
決
定
す
る
プ
ロ
セ
ス

で
あ
る
。

　
重
要
な
意
思
決
定
す
る

際
は
、
情
報
収
集
と
議
会

へ
の
情
報
提
供
に
努
め
、

地
区
の
河
川
し
ゅ
ん
せ
つ

等
を
行
っ
て
い
る
。
今
後

も
、
各
地
区
の
排
水
対
策

問
題
に
お
け
る
諸
課
題
を

整
理
し
、
豪
雨
排
水
対
策

に
万
全
を
期
す
こ
と
と
し
、

住
民
の
不
安
解
消
に
努
め

る
。

問　
一
極
集
中
か
ら
の
脱

却
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

今
ま
で
震
災
復
興
優
先
と

し
て
我
慢
し
て
き
た
、
丘

通
り
の
行
政
区
長
が
前
々

か
ら
要
望
し
て
い
た
、
特

に
住
民
の
安
全
・
安
心
に

関
わ
る
案
件
、
例
え
ば
東

街
道
鷲
足
交
差
点
付
近
の

改
良
、
真
庭
橋
付
近
の
ご

み
収
集
所
付
近
等
々
、
危

険
な
個
所
の
改
良
・
改
善

対
策
は
い
つ
に
な
る
の
か
。

優
先
順
位
を
ど
の
よ
う
な

判
断
の
も
と
、
決
め
て
い

る
の
か
。

答　
今
回
各
地
を
回
り
、

町
政
懇
談
会
を
開
催
、
約

400
件
の
ご
意
見
を
頂
い
た
。

優
先
順
位
に
つ
い
て
は
理

解
し
て
欲
し
い
。
公
約
の

積
み
残
し
は
今
後
順
次
取

り
組
ん
で
い
き
、
任
期
中

に
は
実
現
す
る
よ
う
に
す

る
。

問　
財
政
状
況
は
年
々
厳

し
く
な
っ
て
き
て
い
る
が
、

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

の
観
点
か
ら
、
ど
の
よ
う

な
改
善
策
に
取
り
組
ん
で

い
る
の
か
。
財
政
力
指
数

も
０
・
37
と
良
く
な
い
。

基
金
残
高
も
真
水
で
年
々

減
少
し
て
い
る
。
箱
モ
ノ

は
今
後
10
年
間
く
ら
い
造

ら
な
い
ぐ
ら
い
の
こ
と
を

宣
言
し
て
は
ど
う
か
。

答　
財
政
健
全
化
は
一
番

に
重
要
と
考
え
て
い
る
。

新
た
な
事
業
を
考
え
る
時
、

ど
こ
を
削
り
、
ど
こ
に
予

算
を
つ
け
る
か
、
今
後
、

今
回
の
岩
沼
市
の
例
等
を

参
考
に
、
予
算
の
振
り
分

お
互
い
が
納
得
、
相
互
理

解
、
協
力
の
も
と
に
進
め

る
の
が
肝
要
と
考
え
て
い

る
。

問　
公
約
の
、
い
の
一
番

に
挙
げ
て
い
た
の
が
排
水

対
策
で
あ
る
が
、
坂
元
地

区
等
具
体
的
に
取
り
組
む

姿
勢
が
見
受
け
ら
れ
な
い

が
な
ぜ
か
。
部
分
的
に
は

対
応
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、

根
本
的
な
解
決
策
に
は
ま

だ
取
り
組
ん
で
い
な
い
。

答　
坂
元
地
区
で
は
、
排

水
対
策
ポ
ン
プ
車
両
の
購

入
や
、
横
山
地
区
で
は
サ

イ
ホ
ン
周
り
の
清
掃
、
各

議員の一般質問の
映像配信をご覧い
ただけます。

１歳６カ月健診に集う親子

公
約
は
積
み
残
し
な
く
実
現
で
き
る
の
か

町
長　
任
期
中
に
実
行
し
実
現
す
る

問　

こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
の
業
務
集
約
を
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

答　
令
和
６
年
４
月
か
ら
、

こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
内
に
こ

ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
を
設

置
す
る
。
子
育
て
世
帯
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
の
妊

娠
・
出
産
・
子
育
て
に
関

す
る
相
談
支
援
と
、
子
育

て
定
住
推
進
課
で
の
児
童

虐
待
等
の
支
援
を
集
約
し
、

子
ど
も
に
関
す
る
支
援
を

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応
す

る
。

問　
５
歳
児
健
康
診
査
を

実
施
す
る
考
え
は
。

ど
う
考
え
る
か
。

答　
本
町
で
は
、
１
歳
６

カ
月
児
及
び
３
歳
児
健
康

診
査
に
併
せ
て
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
を
行
い
、
支
援
が

必
要
な
幼
児
に
対
し
て
は
、

就
学
ま
で
の
切
れ
目
の
な

い
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
体
制

を
構
築
し
て
い
る
。
本
町

の
取
り
組
み
状
況
を
分
析

す
る
と
と
も
に
、
仙
台
市

答　
国
で
は
、
社
会
性
発

達
の
評
価
、
発
達
障
害
等

の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
健

康
増
進
を
目
的
と
し
た
５

歳
児
健
康
診
査
の
体
制
整

備
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
国
の

動
向
も
注
視
し
つ
つ
、
子

育
て
し
や
す
い
環
境
整
備

を
研
究
す
る
。

問　
５
歳
児
健
康
診
査
を

実
施
す
る
上
で
の
課
題
は
。

答　
発
達
に
関
す
る
専
門

医
の
確
保
が
課
題
と
考
え

る
。

問　
仙
台
市
の
「
５
歳
児

の
び
の
び
発
達
相
談
」
を

議員の一般質問の
映像配信をご覧い
ただけます。

５
歳
児
健
康
診
査
を
実
施
す
る
考
え
は

町
長　
国
の
動
向
も
注
視
し
環
境
整
備
を
す
る

問　
帯
状
疱
疹
の
予
防
に
対
す
る
正

し
い
知
識
の
周
知
は
。

答　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
各
種
施
策
を

講
じ
、
さ
ら
な
る
周
知
に
努
め
る
。

問　
定
期
接
種
を
待
た
ず
に
公
費
助

成
を
始
め
た
自
治
体
は
、
な
ぜ
始
め

た
と
思
う
か
。

答　
ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
が
報
告
さ

れ
て
い
る
こ
と
や
、
接
種
費
用
が
高

額
で
あ
る
こ
と
か
ら
と
認
識
し
て
い

る
。

問　
国
の
動
向
を
注
視
し
て
い
る
間

に
分
か
っ
た
こ
と
は
。

答　
帯
状
疱
疹
の
発
生
頻
度
や
ワ
ク

チ
ン
効
果
の
持
続
性
、
接
種
に
最
適

な
対
象
年
齢
や
安
全
性
、
費
用
対
効

果
等
、
継
続
し
て
定
期
接
種
に
つ
い

て
の
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
。

問　
一
生
に
１
回
の
接
種
で
、
発
症

の
リ
ス
ク
か
ら
解
放
さ
れ
、
安
心
を

手
に
入
れ
ら
れ
る
の
で
は
。

答　
接
種
の
支
援
が
で
き
る
か
検
討

し
て
い
る
。

問　
全
国
の
助
成
が
944
自
治
体
ま
で

増
え
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
町
の

見
解
は
。

答　
国
の
動
向
を
注
視
し
つ
つ
、
県

内
の
自
治
体
の
取
り
組
み
を
参
考
に
、

助
成
の
必
要
性
に
つ
い
て
調
査
研
究

す
る
。

帯状疱疹予防ワクチンの費用助成を
町長　支援ができるか検討している

随時住民が砂利敷き補修

大
や ま と

和 晴
はる

美
み

 議員岩
いわ

佐
さ

 哲
てつ

也
や

 議員

の
取
り
組
み
内
容
を
確
認

し
な
が
ら
必
要
性
を
判
断

す
る
。

問　
５
歳
児
の
い
る
全
家

庭
に
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を

配
布
し
て
、
希
望
す
る
保

護
者
の
相
談
を
実
施
す
る

考
え
は
。

答　
仙
台
市
の
先
行
事
例

も
調
べ
、
検
討
し
た
い
。

け
な
ど
を
慎
重
に
進
め
て

い
く
。

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】
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問　
排
水
対
策
事
業
の
優

先
的
実
施
は
あ
る
か
。

答　
山
寺
川
と
鷲
足
川
排

水
路
合
流
部
、
新
井
田
川
、

高
瀬
川
、
坂
元
地
区
排
水

対
策
の
４
カ
所
を
中
心
に

継
続
的
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
今
後
は
地
区
懇
談
会

で
の
要
望
内
容
を
精
査
、

諸
課
題
を
整
理
し
、
町
全

体
の
事
業
バ
ラ
ン
ス
を
見

極
め
な
が
ら
図
る
。

問　
ま
だ
整
理
さ
れ
て
お

ら
ず
、
優
先
順
位
は
つ
け

て
い
な
い
と
理
解
し
て
い

い
の
か
。

答　
大
事
な
こ
と
で
あ
り
、

円
計
上
し
て
い
る
が
、
継

続
か
新
規
事
業
費
な
の
か
。

答　
新
た
な
も
の
や
、
継

続
調
査
の
部
分
も
あ
る
。

調
査
し
た
中
で
計
画
が
で

き
れ
ば
、
次
は
本
予
算
に

な
り
実
際
に
着
工
と
い
う

形
に
な
る
。
単
年
で
簡
単

に
終
わ
る
事
業
や
、
複
数

年
に
か
か
る
事
業
と
工
事

の
大
き
さ
は
様
々
。

問　
山
下
地
区
要
望
の
排

水
対
策
は
、
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、

区
長
宛
の
回
答
に
は
、「
７

年
度
以
降
、
対
策
を
検
討

し
計
画
的
に
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。」

で
あ
っ
た
。
調
整
池
の
回

答
も
同
じ
で
あ
る
。
な
ぜ

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
の
に
、

こ
の
回
答
な
の
か
。

答　
全
て
を
一
気
に
は
で

き
な
い
。
職
員
数
も
予
算

も
あ
る
。
順
番
を
決
め
て

進
め
て
い
る
の
で
ご
理
解

願
う
。

問　
７
年
度
以
降
と
言
わ

ず
、
直
ち
に
県
、
国
、
関

係
機
関
に
伺
う
等
、
行
動

に
移
す
べ
き
で
は
な
い
の

か
。
山
下
地
区
も
緊
急
性

を
伴
う
が
。

答　
順
位
を
決
め
て
お
り
、

６
年
度
で
は
な
く
７
年
度

以
降
に
な
る
。

問　
町
長
の
回
答
に
「
バ

ラ
ン
ス
を
見
極
め
な
が
ら

事
業
を
図
る
。」
と
あ
る

が
、
町
長
の
公
約
、
最
優

先
課
題
は
、
町
民
の
安
全

の
た
め
の
豪
雨
水
害
対
策
、

抜
本
的
な
対
策
と
認
識
し

て
い
る
。
町
長
の
公
約
に

変
わ
り
は
な
い
か
。

答　
町
民
の
安
心
・
安
全

が
優
先
さ
れ
る
の
は
間
違

い
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ

だ
け
で
は
な
く
、
や
ら
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
こ
ろ

を
少
し
ず
つ
バ
ラ
ン
ス
よ

く
並
行
し
て
進
め
て
い
く
。

優
先
順
位
は
つ
け
て
い
る
。

問　
各
地
区
か
ら
は
ど
の

よ
う
な
要
望
が
あ
っ
た
の

か
。

答　
横
山
地
区
、
山
下
地

区
、
上
流
部
の
各
河
川
の

整
備
要
望
が
き
て
い
る
。

問　
各
地
区
の
諸
課
題
に

対
し
、
今
後
の
対
応
と
具

体
的
な
内
容
は
あ
る
の
か
。

答　
測
量
調
査
を
行
い
、

進
め
る
に
あ
た
り
一
番
い

い
形
の
対
策
に
し
た
い
。

河
川
等
は
、
河
川
の
護
岸

整
備
と
い
う
形
に
な
る
。

問　
当
初
予
算
で
排
水
対

策
事
業
は
、
３
７
３
２
万

議員の一般質問の
映像配信をご覧い
ただけます。

早期の公約実現を 復刻再販、震災のまとめを

排
水
対
策
が
喫
緊
の
課
題
で
は
な
い
の
か

町
長　
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
極
め
取
り
組
む

問　
１
９
５
５
年
２
月
１

日
、
山
下
・
坂
元
両
村
が

合
併
し
「
山
元
町
」
が
誕

生
。
来
年
は
町
制
施
行
70

周
年
を
迎
え
る
が
、
具
体

的
な
事
業
や
式
典
の
計
画

は
な
い
の
か
。

答　
式
典
や
事
業
に
つ
い

て
は
10
年
毎
の
節
目
で
は

な
く
50
年
単
位
、
つ
ま
り

次
は
100
周
年
記
念
と
考
え

て
い
た
。

問　
日
本
の
風
習
に
は
、

70
と
い
う
数
字
は
「
古

希
」、
古
来
ま
れ
な
り
と

の
意
味
で
重
要
。
そ
ん
な

意
味
か
ら
町
制
70
周
年
を

お
祝
い
も
含
め
や
ろ
う
と

す
る
気
持
ち
に
な
ら
な
い

か
。

答　
令
和
７
年
２
月
１
日

70
周
年
、
現
状
で
は
ま
だ

考
え
て
い
な
い
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

問　
大
々
的
な
こ
と
を
と

い
う
意
味
で
は
な
く
、
町

で
実
施
し
て
い
る
行
事
等

に
町
制
70
周
年
と
い
う

ネ
ー
ミ
ン
グ
を
し
、
町
は

70
周
年
と
い
う
意
識
の
醸

成
を
や
ら
な
い
か
と
い
う

こ
と
だ
が
ど
う
か
。

答　
町
民
に
対
し
て
意
識

の
醸
成
は
考
え
て
い
く
。

問　
白
石
市
が
同
じ
よ
う

に
70
周
年
を
迎
え
て
い

る
。
市
長
が
記
念
す
べ
き

年
を
市
民
と
共
に
お
祝
い

し
「
※
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ

ド
」
の
醸
成
に
繋
げ
る
と

語
っ
て
い
る
。
町
民
・
市

民
が
町
や
市
に
対
し
愛
着

や
プ
ラ
イ
ド
を
持
て
る
よ

み
ん
な
で
祝
っ
て
も
い
い

と
思
う
が
、
そ
の
気
持
ち

は
な
い
か
。

答　
復
興
事
業
が
100
％
、

ま
だ
全
部
終
わ
っ
て
い
な

い
と
い
う
現
状
。
大
々
的

に
お
祝
い
を
と
い
う
と
こ

ろ
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

厳
か
な
形
で
の
祝
賀
ム
ー

ド
は
あ
っ
て
も
よ
い
と
考

え
て
い
る
が
、
大
々
的
な

イ
ベ
ン
ト
は
考
え
て
い
な

い
。

問　
100
％
で
な
く
て
も
近

づ
き
つ
つ
あ
る
、
こ
の
70

周
年
を
記
念
し
て
次
の
ス

テ
ッ
プ
へ
進
む
好
機
と
し
、

議員の一般質問の
映像配信をご覧い
ただけます。

町
制
施
行
70
周
年
記
念
事
業
の
考
え
は

町
長　
大
々
的
な
イ
ベ
ン
ト
は
考
え
て
い
な
い

う
な
、
心
の
醸
成
を
し
て

い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

我
が
町
で
も
是
非
町
民
と

共
に
「
70
年
頑
張
っ
て
き

た
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
ろ

う
」
と
い
う
前
向
き
の
姿

勢
を
、
町
長
自
ら
訴
え
る

と
い
う
機
会
に
と
考
え
ら

れ
な
い
か
。

答　
１
つ
の
事
業
１
つ
の

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
大
々
的

に
は
考
え
て
い
な
い
が
、

周
知
や
意
識
づ
け
の
仕
方

を
提
案
と
し
て
受
け
取
る
。

問　
町
史
の
再
版
と
震
災

か
ら
の
復
興
過
程
を
活

字
・
映
像
・
記
録
媒
体
と

し
て
、
70
周
年
記
念
事
業

と
し
て
残
す
こ
と
は
考
え

ら
れ
な
い
か
。

伊
い

藤
とう

 貞
てい

悦
えつ

 議員渡
わた

邊
なべ

 千
ち

恵
え

美
み

 議員

答　
町
史
１・
２
巻
に
つ

い
て
は
電
子
デ
ー
タ
化
し
、

利
便
性
向
上
の
観
点
か
ら

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
、

閲
覧
で
き
る
よ
う
検
討
を

進
め
る
。

　
ま
た
、
震
災
の
記
録
は
、

残
り
の
事
業
進
捗
を
見
据

え
、
タ
イ
ミ
ン
グ
を
み
て

検
討
し
た
い
。

※
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド

地
域
や
自
治
体
に
対
す

る
住
民
の
誇
り
や
愛
着
、

地
域
社
会
に
貢
献
す
る

意
識
を
指
す

問　
早
急
に
各
地
区
の
諸

課
題
を
整
理
し
、
継
続
的

に
安
全
・
安
心
な
町
づ
く

り
に
全
力
で
取
り
組
ま
れ

る
こ
と
を
期
待
す
る
。

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】
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問　
今
年
４
月
か
ら
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
を

導
入
し
災
害
情
報
発
信
等

が
運
用
開
始
予
定
だ
が
、

使
い
方
の
サ
ポ
ー
ト
は
。

答　
電
話
等
で
問
い
合
わ

せ
が
あ
れ
ば
、
で
き
る
限

り
の
対
応
を
す
る
。

問　
災
害
時
の
臨
時
災
害

Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
を
立
ち
上
げ

る
考
え
は
。

答　
現
在
作
成
中
の
地
域

防
災
計
画
に
も
明
記
し
て

あ
り
、
災
害
時
は
速
や
か

に
開
局
で
き
る
よ
う
、
専

門
的
知
識
の
あ
る
団
体
等

と
の
協
定
締
結
を
今
後
進

さ
れ
た
素
直
な
い
い
作
品

だ
。
今
後
検
討
す
る
。

問　
令
和
５
年
に
県
が
公

表
し
た
津
波
浸
水
区
域
内

に
お
け
る
、
町
内
の
避
難

対
象
者
は
約
６
千
人
。
町

内
指
定
避
難
所
の
収
容
人

数
を
超
え
る
が
。

答　
丘
通
り
行
政
区
集
会

所
や
岩
機
ダ
イ
カ
ス
ト
工

業
㈱
、
宮
城
野
ゴ
ル
フ
ク

ラ
ブ
等
民
間
施
設
を
指
定

避
難
所
等
へ
追
加
検
討
中

で
あ
る
。

問　
離
乳
食
等
の
備
蓄
は
、

全
自
治
体
の
14
％
の
み
と

い
う
調
査
結
果
や
、
避
難

所
で
の
配
慮
を
要
す
る
デ

リ
ケ
ー
ト
な
部
分
等
に
向

け
女
性
職
員
の
配
置
を
。

答　
危
機
管
理
班
に
は
い

な
い
が
、
担
当
課
の
女
性

職
員
を
含
め
幅
広
い
意
見

を
集
約
し
確
認
し
て
い
く
。

問　
避
難
は
住
民
の
意
識

が
主
体
で
、
在
宅
や
車
中

め
て
い
く
。

問　
来
年
度
完
成
予
定
の

避
難
道
路
最
後
の
11
本
目
、

町
道
上
平
浜
原
線
の
760
㍍

部
分
だ
が
、
国
道
６
号
ま

で
延
伸
の
計
画
は
。

答　
復
興
事
業
と
の
兼
ね

合
い
か
ら
大
き
く
遅
れ
た

が
、
付
近
の
高
低
差
等
が

あ
り
事
業
化
は
困
難
だ
。

現
場
を
精
査
し
、
少
し
で

も
避
難
路
に
か
な
っ
た
対

策
を
講
じ
る
。

問　
避
難
道
路
等
に
児
童

た
ち
の
作
っ
た
手
書
き
の

看
板
を
設
置
し
て
は
。

答　
学
習
発
表
会
で
発
表

議員の一般質問の
映像配信をご覧い
ただけます。

町
民
の
防
災
意
識
を
高
め
る
取
り
組
み
を

町
長　
自
助
・
共
助
の
意
識
づ
け
を
高
め
て
い
く

避
難
等
の
分
散
避
難
の
考

え
方
も
増
え
つ
つ
あ
る
。

避
難
所
と
同
様
に
食
料
物

資
の
支
援
等
の
ル
ー
ル
づ

く
り
が
必
要
だ
。

答　
行
政
区
や
社
会
福
祉

協
議
会
等
、
関
係
機
関
の

協
力
を
得
な
が
ら
、
対
応

で
き
る
ル
ー
ル
を
ま
と
め

て
い
く
。

問　
要
支
援
者
の
個
別
避

難
計
画
や
支
援
方
法
を
確

実
な
も
の
と
す
る
た
め
、

名
簿
提
供
を
原
則
と
す
る

条
例
制
定
の
考
え
は
。

名
簿
が
把
握
で
き
な
い
と

民
生
委
員
や
地
域
役
員
が

懸
念
し
て
い
る
。

答　
現
状
で
は
条
例
制
定

可
否
の
段
階
で
は
な
い
が
、

個
人
情
報
保
護
法
等
と
の

関
連
性
や
条
例
制
定
の
効

果
を
確
認
し
判
断
す
る
。

問　
災
害
時
の
、
自
助
・

共
助
・
公
助
の
取
り
組
み

強
化
を
図
る
、
実
の
あ
る

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
を
望

む
が
ど
う
か
。

答　
危
機
管
理
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
等
専
門
家
の
話
や
、

問　
新
年
度
予
算
は
、
財

源
確
保
は
二
の
次
、
不
足

分
を
貯
金
取
崩
し
と
借
金

で
補
う
危
う
さ
を
感
じ
る

が
ど
う
か
。

答　
将
来
的
に
若
い
方
の

負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
、

事
業
計
画
を
作
る
考
え
で

あ
る
。

問　
危
機
感
の
な
い
予
算

編
成
だ
。
公
約
の
財
政
健

全
化
と
予
算
編
成
す
る
者

に
求
め
ら
れ
る
財
政
規
律

保
持
と
の
関
係
は
。

答　
議
員
の
考
え
と
私
の

考
え
が
違
う
、
認
識
が
違

う
。

き
、
会
計
は
火
の
車
に
な

り
か
ね
な
い
。
危
機
感
の

あ
る
行
財
政
運
営
を
。

答　
指
摘
の
通
り
で
、
貯

金
を
使
い
始
ま
っ
た
ら
切

り
が
な
く
事
業
縮
小
も
認

識
し
て
い
る
。
来
年
度
以

降
の
予
算
は
、
財
政
見
通

し
を
考
慮
し
て
組
む
。

問　
維
持
管
理
費
の
縮
減

が
求
め
ら
れ
る
中
「
大
地

の
塔
」
へ
の
ト
イ
レ
設
置

や
、
茶
室
、
少
年
の
森
に

加
え
、
要
望
を
踏
ま
え
た

整
備
な
ど
、
ト
イ
レ
整
備

に
前
の
め
り
に
な
っ
て
い

る
場
合
で
は
な
い
。

答　
ト
イ
レ
に
限
ら
ず
必

要
と
思
う
も
の
は
理
解
を

得
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

問　
回
答
に
な
っ
て
い
な

い
。
予
算
規
模
は
、
収
入

に
見
合
っ
た
支
出
を
基
本

と
し
な
け
れ
ば
財
政
が
破

綻
す
る
。
公
約
の
財
政
健

全
化
に
沿
っ
た
規
模
縮
減

を
。

答　
支
出
に
対
し
て
収
入

が
少
な
い
分
は
貯
金
を
活

用
し
て
い
く
、
貯
金
通
帳

を
見
て
笑
っ
て
い
る
こ
と

は
考
え
て
な
い
。

問　
新
年
度
予
算
に
占
め

る
貯
金
取
り
崩
し
額
と
、

借
金
を
合
わ
せ
た
割
合
は

実
に
21
％
。
貯
金
は
令
和

９
年
度
末
で
ほ
ぼ
底
を
つ

議員の一般質問の
映像配信をご覧い
ただけます。

身
の
丈
に
合
っ
た
財
政
運
営
を
!!

町
長　
今
後
は
財
政
見
通
し
を
考
慮
す
る

問　
都
市
計
画
制
度
の
活
用

に
よ
る
将
来
展
望
を
見
据
え
、

計
画
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
を
。

答　
「
立
地
適
正
化
計
画
」

の
作
成
に
よ
り
、
町
に
加
え

民
間
も
有
利
な
事
業
展
開
が

可
能
と
な
る
。
町
が
発
展
す

る
潜
在
的
な
可
能
性
を
引
き

出
し
て
い
く
。

問　

広
域
連
携
に
よ
る
ス

ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
す

た
め
、
計
画
が
先
行
し
て
い

る
亘
理
町
と
の
学
校
給
食
業

務
の
連
携
実
現
を
。

答　
計
画
に
乗
り
遅
れ
現
状

は
厳
し
い
が
、
将
来
的
に
は

学
校
給
食
に
限
ら
ず
取
り
組

む
。

問　
広
域
連
携
の
延
長
線
上

に
あ
る
の
は
市
町
村
合
併
、

人
口
減
少
が
進
む
本
町
の
行

く
末
を
見
据
え
た
と
き
、
亘

理
町
と
の
合
併
は
避
け
て
通

れ
な
い
。

答　
問
題
意
識
は
あ
る
が
、

現
段
階
で
将
来
的
に
合
併
ま

で
は
考
え
て
い
な
い
。

問　
正
副
区
長
に
関
し
、
想

定
外
の
「
パ
ワ
ハ
ラ
」
が
発

生
し
て
い
る
状
況
に
鑑
み
、

委
嘱
規
定
に
適
格
要
件
「
品

行
」
を
定
め
再
発
防
止
を
。

答　
区
の
推
薦
者
を
委
嘱
し

て
お
り
、
何
か
特
別
な
事
情

が
な
い
限
り
難
し
く
、
今
後

の
検
討
課
題
で
あ
る
。

未来に向けた町政運営を！
町長　都市計画制度を上手く活用

齋
さい

藤
とう

 俊
とし

夫
お

 議員 髙
たか

橋
はし

 眞
ま

理
り

子
こ

 議員

意
見
交
換
等
で
意
識
を
高

め
て
い
く
こ
と
は
重
要
で

あ
る
。

「津波が来たら今すぐ避難！」を
呼びかける看板

避難所までの距離を
知らせる看板

海抜を知らせる看板

児童たちが作った看板

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】
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問　
今
年
の
元
日
に
能
登

半
島
地
震
は
発
生
し
た
。

被
災
地
住
民
へ
正
確
な
地

域
情
報
は
提
供
さ
れ
ず
、

惑
い
や
不
安
が
募
っ
て
い

る
。
情
報
発
信
の
た
め
ラ

ジ
オ
局
設
置
の
考
え
は
な

い
か
。

答　
ラ
ジ
オ
の
役
割
は
大

き
い
も
の
で
あ
る
が
、
Ｆ

Ｍ
立
ち
上
げ
ま
で
は
考
え

て
い
な
い
。

問　
高
齢
化
率
の
高
い
本

町
で
は
、
ス
マ
ホ
な
ど
を

使
用
で
き
な
い
方
が
多

い
。
ロ
ー
カ
ル
情
報
を
適

時
・
的
確
に
発
信
す
る
た

　
次
に
、
子
育
て
環
境
整

備
を
図
る
た
め
の
促
進
に

つ
い
て
伺
う
。
何
度
と
な

く
一
般
質
問
や
坂
元
地
区

行
政
区
長
か
ら
提
案
・
要

望
さ
れ
て
き
た
、
元
坂
元

中
学
校
跡
地
利
活
用
の
た

め
測
量
、
設
計
業
務
が
必

要
で
あ
る
。
計
画
は
校
舎
、

体
育
館
や
周
辺
町
有
地
を

含
め
た
も
の
な
の
か
。

答　
新
た
な
試
み
と
し
て
、

坂
元
地
区
内
に
新
た
な
居

住
環
境
に
資
す
る
た
め
の

事
業
で
あ
る
。
校
舎
跡
地

北
側
の
崖
地
、
高
台
の
体

育
館
跡
地
、
周
辺
町
有
地

等
を
含
む
広
範
囲
で
の
測

量
で
あ
る
。

問　
子
育
て
世
帯
を
意
識

し
た
事
業
と
捉
え
て
良
い

の
か
。

答　
そ
の
と
お
り
で
あ
る
。

子
育
て
世
帯
を
意
識
し
た

宅
地
と
し
て
業
務
を
進
め

た
い
。

め
必
要
で
あ
る
。
第
三
セ

ク
タ
ー
方
式
は
考
え
ら
れ

な
い
か
。

答　
町
と
し
て
は
考
え
て

い
な
い
。
専
門
的
知
識
の

あ
る
団
体
と
災
害
協
定
等

を
締
結
す
る
な
ど
、
伝
達

情
報
手
段
の
多
様
化
が
図

れ
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

問　
災
害
が
起
き
て
か
ら

で
は
遅
い
。
平
時
に
は
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
図
る

情
報
発
信
に
つ
い
て
考

え
る
必
要
が
あ
る
。
隣
接

市
町
村
と
連
携
・
協
力
し
、

県
・
国
に
要
望
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

議員の一般質問の
映像配信をご覧い
ただけます。

子
育
て
環
境
整
備
の
促
進
を
要
望
す
る

町
長　
元
坂
元
中
学
校
の
活
用
を
図
り
た
い

問　
こ
の
土
地
を
利
活
用

し
、坂
元
駅
、南
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
を
中
心
に
人
口

増
に
つ
な
が
り
副
都
心
と

し
て
の
機
能
が
発
揮
で
き

る
の
で
は
な
い
か
。

隣
の
新
地
町
で
は
、
子
育

て
世
帯
を
中
心
と
し
た
20

戸
の
住
宅
地
を
整
備
し
た

結
果
、
若
者
定
住
者
が
増

加
し
た
よ
う
で
あ
る
。
子

育
て
環
境
整
備
で
大
事
な

保
育
所
整
備
を
し
、
人
口

増
加
に
つ
な
げ
る
考
え
は
。

答　
無
駄
に
な
ら
ず
プ
ラ

ス
に
つ
な
が
る
よ
う
考
え

て
進
め
た
い
。

問　
立
地
条
件
、
自
然
条

件
を
考
え
れ
ば
、
移
住
者

を
呼
び
込
む
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
。

　
リ
ス
ク
の
少
な
い
、
よ

り
安
全
な
場
所
に
保
育
所

建
設
を
切
に
要
望
す
る
。

そ
の
考
え
に
つ
い
て
は
。

答　
期
待
を
持
た
せ
る
だ

け
で
は
な
く
、
し
っ
か
り

考
え
た
計
画
を
作
成
し
た

い
。

仮設住宅に活用された元坂元中学校跡地（当時）

問　
「
町
民
が
主
人
公
の

ま
ち
・
山
元
町
」
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
上

で
、
町
民
と
の
間
で
情
報

の
共
有
が
大
事
で
あ
る
。

　
そ
の
施
策
の
一
つ
と
し

て
、
以
前
あ
っ
た
「
有
線

放
送
」「
り
ん
ご
ラ
ジ
オ
」

等
を
再
開
し
、
町
政
、
議

会
の
現
状
、
動
き
な
ど
の

情
報
を
町
民
に
提
供
し
、

「
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
」

の
実
現
に
生
か
し
て
は
ど

う
か
。

答　
「
有
線
放
送
」
の
再

開
は
現
実
的
で
は
な
い
。

町
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

う
、
議
会
運
営
上
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
こ
と
が
続
い

て
い
る
。

　
新
聞
報
道
で
、
委
員
会

で
の
審
査
で
は
「
採
択
す

べ
き
も
の
」
と
さ
れ
た
が
、

本
会
議
で
は
委
員
会
の
委

員
長
も
「
不
採
択
」
に
回

り
、
採
決
で
賛
否
同
数
と

な
り
、
議
長
裁
決
で
、
住

民
か
ら
の
請
願
は
不
採
択

に
決
ま
っ
た
と
す
る
報
道

が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
背

景
に
は
、「
少
数
意
見
の

留
保
」
が
保
障
さ
れ
る
手

続
き
に
不
備
な
点
が
あ
り
、

委
員
長
報
告
が
未
成
立
の

ま
ま
、
成
立
し
て
い
な
い

委
員
長
報
告
を
本
会
議
で

議
題
と
し
た
こ
と
が
問
題

で
あ
る
こ
と
。

ジ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
活
用

し
、
町
政
、
議
会
の
動
き

な
ど
の
情
報
を
町
民
に
提

供
す
る
。

　
ラ
ジ
オ
に
つ
い
て
は
一

定
の
課
題
が
あ
る
と
思
う

の
で
、
他
自
治
体
の
動
向

も
踏
ま
え
研
究
し
て
い
き

た
い
。

問　
な
ぜ
「
有
線
放
送
」

等
の
設
置
が
必
要
か
、
と

す
る
提
案
だ
が
、
今
、
議

会
の
現
状
は
不
正
常
な
形

で
動
い
て
い
る
。
議
会
、

各
種
委
員
会
で
の
意
思
決

定
、
機
関
決
定
が
あ
る
一

部
の
力
で
覆
さ
れ
る
と
い

議員の一般質問の
映像配信をご覧い
ただけます。

異
常
な
議
会
の
対
応
に
有
線
放
送
設
置
を

町
長　
他
自
治
体
の
動
向
も
踏
ま
え
て
研
究

岩
いわ

佐
さ

 孝
たか

子
こ

 議員

問　
保
育
所
再
建
を
先
送

り
し
た
た
め
、
人
口
が
減

少
し
た
。
一
日
で
も
早
い

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
の
実
現

を
望
む
。

遠
えん

藤
どう

 龍
たつ

之
ゆき

 議員

問　
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
対
策
の
一

つ
と
し
て
、
生
活
実
態
等
を
確

認
し
な
が
ら
、
以
前
あ
っ
た
養

護
老
人
ホ
ー
ム
「
梅
香
園
」
な

ど
の
よ
う
な
施
設
を
再
建
す
る

考
え
は
な
い
か
。

答　
高
齢
化
率
は
42
・
２
％
一

人
暮
ら
し
の
高
齢
者
世
帯
の
割

合
は
18
・
６
％
で
老
人
福
祉
対

策
は
大
変
重
要
な
課
題
と
認
識
。

生
活
実
態
の
把
握
に
つ
い
て
は
、

十
分
な
把
握
に
至
っ
て
い
な
い

の
が
現
状
で
あ
り
把
握
に
努
め

る
。

　
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
再
建
に

つ
い
て
は
、
そ
の
必
要
性
に
つ

い
て
判
断
し
た
い
。

以前あった養護老人ホームの再建を
町長　必要性に応じて判断したい

そ
の
他
の
質
問

　
介
護
保
険
事
業
の
取
り
組

み
に
つ
い
て

・�

ヘ
ル
パ
ー
不
足
で
訪
問
介

護
を
利
用
で
き
な
い
事
態

が
進
行
し
て
い
る
現
状
を

踏
ま
え
、
町
で
の
訪
問
介

護
の
取
り
組
み
、
課
題
は
。

　

こ
う
し
た
問
題
が
広

報
・
広
聴
常
任
委
員
会
で

も
表
れ
て
い
る
。
何
の
た

め
の
審
査
だ
っ
た
の
か
、

議
論
だ
っ
た
の
か
、
議
会

そ
の
も
の
が
否
定
さ
れ
る

と
い
う
異
常
な
事
態
が
続

い
て
い
る
が
、
こ
う
し
た

議
会
の
動
き
、
実
態
を
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
町
民
情
報

提
供
し
、
町
と
町
民
が
共

通
認
識
の
下
で
、
実
の
あ

る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を

強
く
求
め
る
。

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】
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補 正 予 算

○議案第５号　山元町高齢者保険福祉計画・第９期介護保険事業計画について
　基本理念
　　　「誰もが地域で安心して　いきいきと暮らせる　まちづくり」
　基本目標
　⑴　高齢者の保険事業と介護予防の一体的な推進
　⑵　生きがいと自立生活に向けた取組の推進
　⑶　地域包括ケアシステムの深化・推進に向けた取組
　⑷　認知症施策の推進
　⑸　介護保険サービスの安定供給の推進

計 画

条 例
○山元町こども家庭センター条例
　児童福祉法等の一部を改正する法律により、すべての妊産婦、子育て世帯、子どもに対し母子健
康・児童福祉の一体的な相談支援を行う機関として、こども家庭センターの設置が必要なことから、
「山元町こども家庭センター」の設置及び管理に関し、必要な事項を条例で規定するもの。
・施行期日　　令和６年４月１日

意 見 書

　学校給食法第２条で定める学校給食の目標
達成に向け、学校では給食を通じた食育が行
われており、その意義は大きく、教科学習と
ともに学校教育の大きな柱となっている。家
庭環境による栄養格差改善の面でも、学校給
食の果たす役割は大きい。
　国際情勢を背景とした物価高騰によって、
国民生活が厳しくなっている中、子育て家庭
では、多くの教育費を負担しているが、とり
わけ学校給食費は大きな負担となっている。
　そのため、多くの自治体で無償化に向けた
検討が行われている現状において、財政が圧
迫されるなどの懸念があり、実施に踏み切れ
ない自治体も少なくない。学校給食費無償化
を推進するため、自治体への十分な財政支援
を行うよう、強く要望する。

補正予算 【議案第１号】

　国の「デフレ完全脱却のための総合経済対策」に基づく「低所得者支援策」、並びに所得税・住
民税に係る「定額減税制度」の概要が示されたことによる経費を計上し、歳入歳出それぞれ4,978
万円を追加、総額87億6,436万円となりました。

臨時会概要

　２月14日に第１回臨時会が開催され、報告１件、承認１件、議案１件を審議し、原案通り可決
しました。

令和６年　令和６年　第１回臨時会第１回臨時会

提案理由（要旨）

〇�教育委員会委員の任命につき同意を
求めることについて

【同意第１号】

大
おお

　内
うち

　悦
えつ

　夫
お

（小平区）を同意

〇�人権擁護委員の推薦につき意見を求
めることについて

【諮問第１号】

菊
きく

　田
た

　敏
とし

　秀
ひで

（下郷区）を「適任」と答申

人 事【敬称略】

〇学校給食費無償化を推進するための財政支援を求める意見書（委員会提出議案第１号）
　提出者：産建教育常任委員会　委員長　大和　晴美
　提出先：衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、
　　　　　文部科学大臣、宮城県知事

○一般会計補正予算概要
令和５年度　各種会計補正予算一覧表（単位：万円）

会　計　名 補正額（３月） 合　計　額
一 般 会 計 △5,276万円 87億1,160万円

国民健康保険事業
特別会計 △299万円 17億9,859万円

介護保険事業特別
会計 △90万円 16億4,695万円

　歳入歳出予算ともに、決算見込
みに伴う不用額の整理や、国県支
出金の実績確定に伴う精算金を中
心に計上したほか、地方債の不適
な借入に係る繰り上げ償還金が計
上されました。

臨
時
会

臨
時
会

そ
の
他
の
議
案

そ
の
他
の
議
案
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○令和６年　第１回定例会　議案等の審議結果
議案番号 議　　　案　　　名 結　果

議案第２号 山元町手数料条例の一部を改正する条例

可　決
（全会一致）

議案第３号 山元町こども家庭センター条例　【P18に記載】

議案第４号 山元町国民健康保険税条例の一部を改正する条例

議案第５号 山元町高齢者保健福祉計画・第９期介護保険事業計画について

議案第６号 山元町介護保険条例の一部を改正する条例

議案第７号
山元町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的
な支援の方法に関する基準を定める条例及び山元町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準
等を定める条例の一部を改正する条例

議案第８号 磯浜漁港管理条例の一部を改正する条例

議案第９号 山元町水道事業給水条例及び山元町水道布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道技術管理者の資
格基準に関する条例の一部を改正する条例

議案第10号 令和５年度（債務）山元町深山山麓少年の森拡張・改修工事請負契約の締結について

議案第11号 公の施設の指定管理者の指定について

議案第12号 町道の路線廃止について

議案第13号 町道の路線認定について

議案第14号 令和５年度山元町一般会計補正予算（第７号）　【P18に記載】

議案第15号 令和５年度山元町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）

議案第16号 令和５年度山元町介護保険事業特別会計補正予算（第３号）

議案第17号 令和６年度山元町一般会計予算【P3～7に記載】
※修正案賛成６、反対６同数のため議長裁決により修正案可決 修正可決

議案第18号 令和６年度山元町国民健康保険事業特別会計予算

可　決
（全会一致）

議案第19号 令和６年度山元町後期高齢者医療特別会計予算

議案第20号 令和６年度山元町介護保険事業特別会計予算

議案第21号 令和６年度山元町水道事業会計予算

議案第22号 令和６年度山元町下水道事業会計予算

同意第１号 教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて　【P18に記載】 同　意

諮問第１号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて　【P18に記載】 適　任

委発第１号 学校給食費無償化を推進するための財政支援を求める意見書
【P19に記載】

可　決
（全会一致）

○令和６年　第１回臨時会　議案等の審議結果
議案番号 議　　　案　　　名 結　果

報告第１号 専決処分の報告について（賠償額の決定及び和解） 報　告

承認第１号 専決処分の承認を求めることについて（令和５年度山元町一般会計補正予算・専決第２号） 承　認

議案第１号 令和５年度山元町一般会計補正予算（第６号） 可　決

○請願・陳情の受理
陳情番号 件　　　名 陳情者等の氏名 結　果

陳情第６号 令和６年度山元町補助金要望書 亘理山元商工会
会　長　門澤　俊夫 配　布

陳情第１号 現行の健康保険証の存続を求める意見書提出の為の陳情書 宮城県保険医協会
理事長　井上　博之 配　布

◇
都
市
計
画
制
度
を
活
用
し
た

　
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

調
査
内
容

　
町
の
立
地
適
正
化
計
画
に
つ

い
て
、
概
要
及
び
今
後
の
予
定

を
調
査
し
た
。

意
見

・
本
計
画
は
、
今
後
の
ま
ち
づ

く
り
の
考
え
方
を
定
め
、
防

災
指
針
等
詳
細
な
分
析
を
必

要
と
す
る
性
質
の
た
め
、
策

定
に
時
間
を
要
す
る
。

　
　
各
課
の
意
見
を
聴
取
し
つ

つ
、
利
便
性
の
高
い
地
域
に

自
然
と
人
口
が
集
ま
り
、
イ

ン
フ
ラ
等
の
維
持
管
理
が
容

易
な
都
市
構
造
と
な
る
よ
う

に
計
画
す
る
べ
き
で
あ
る
。

◇
排
水
対
策
に
つ
い
て

調
査
内
容

　
来
年
度
以
降
の
排
水
対
策
予

定
箇
所
に
つ
い
て
、
現
状
の
問

題
点
と
対
策
方
針
を
調
査
し
た
。

意
見

・
土
地
の
宅
地
化
や
、
田
ん
ぼ

が
畑
地
化
し
て
い
る
こ
と
も

影
響
し
、
貯
留
す
る
部
分
が

上
流
部
に
無
く
な
り
、
現
在

下
流
部
の
排
水
に
影
響
が
出

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
各
地
区
の
排
水
計
画
の
策

定
、
下
流
部
の
排
水
機
場
に

早
く
水
を
流
す
た
め
の
手
法

の
検
討
、
検
証
を
行
う
べ
き

で
あ
る
。

町の仕事をチェック‼

産 建 教 育 常 任 委 員 会

◇
公
共
施
設
の
費
用
対
効
果

調
査
内
容

　
主
な
施
設
の
利
用
実
態
と
維

持
管
理
費
に
つ
い
て
調
査
し
た
。

意
見

・
既
存
施
設
の
利
用
状
況
及
び
、

さ
ら
な
る
維
持
管
理
費
等
の

継
続
調
査
が
必
要
で
あ
る
。

◇
介
護
保
険
事
業
計
画

調
査
内
容

　
第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画

に
お
け
る
各
項
目
の
数
値
目
標

及
び
保
険
料
等
に
つ
い
て
調
査

し
た
。

意
見

・
安
定
し
た
運
営
を
図
る
た
め

の
税
制
改
正
を
検
討
し
て
い

る
が
、
被
保
険
者
の
生
活
実

態
を
見
据
え
、
ま
た
、
物
価

高
騰
等
の
社
会
情
勢
を
踏
ま

え
た
改
正
と
す
べ
き
で
あ
る
。

・
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
検
証
す
る
と
と

も
に
、
入
所
待
機
者
の
よ
り

正
確
な
実
態
把
握
を
し
、
必

要
と
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。

◇
国
民
健
康
保
険
事
業

調
査
内
容

　
国
民
健
康
保
険
事
業
と
税
率

改
正
の
検
討
に
つ
い
て
調
査
し

た
。意見

・
安
定
し
た
運
営
を
図
る
た
め

に
必
要
な
税
率
改
正
に
つ
い

て
は
、
介
護
保
険
料
と
同
様

の
考
え
で
改
正
す
べ
き
で
あ

る
。

総 務 民 生 常 任 委 員 会

委
員
会
報
告

委
員
会
報
告

議
案
等
審
議
結
果

議
案
等
審
議
結
果
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議 員 の 会 議 等 出 欠 状 況
令和６年１月１日～３月31日� 出席：○　　欠席：欠（病気等）・公（公務）　　員外：―

月 日 曜
日 開催会議名等

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

竹
内
和
彦

髙
橋
眞
理
子

遠
藤
龍
之

丸
子
直
樹

大
和
晴
美

渡
邊
千
恵
美

伊
藤
貞
悦

品
堀
栄
洋

岩
佐
秀
一

齋
藤
俊
夫

岩
佐
孝
子

岩
佐
哲
也

菊
地
康
彦

１

9 火 産建教育常任委員会 ○ ○ ― ○ ○ ― ○ ― ― ― ― ○ ―

11 木 広報・広聴常任委員会 ― ○ ― ○ ― ― ― ○ ○ ― ― ○ ―

16 火 県議長会議員講座 ― ― ― ○ ○ ○ ○ ― ○ ― ― ― ―

18 木 総務民生常任委員会 ― ― ○ ― ― ○ ― ○ ○ ○ ○ ― ―

19 金 広報・広聴常任委員会 ― ○ ― ○ ― ― ― ○ ○ ― ― ○ ―

24 水 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

25 月 広報・広聴常任委員会 ― ○ ― ○ ― ― ― ○ ○ ― ― ○ ―

26 火 広報・広聴常任委員会 ― 欠 ― ○ ― ― ― ○ ○ ― ― ○ ―

29 月 仙南・亘理地方町議会議長会　議長会議 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ○

２

2 金 仙南・亘理議会議員合同研修会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○

7 水 総務民生常任委員会 ― ― ○ ― ― ○ ― 欠 ○ ○ ○ ― ―

8 木 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ 公 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9 金 亘理名取地区市町議会連絡協議会 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ○ ○

13 火 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

14 水
第１回議会臨時会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

産建教育常任委員会 ○ ○ ― ○ ○ ― ○ ― ― ― ― ○ ―

20 火 県議長会新議員研修 ― ― ― ○ ― ― ― ― ― ― ― ― ―

21 水
全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

県議長会定期総会 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ○

22 木 議会運営委員会 ― ― ○ ― ○ ○ ○ ― ― ○ ― ○ ○

第１回議会定例会（2/27・29・3/4・6・18） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

27 木 産建教育常任委員会 ○ ○ ― ○ ○ ― ○ ― ― ― ― ○ ―

3

予算審査特別委員会（3/6・7・8・12・13・14） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

４ 月 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

15 金
総務民生常任委員会 ― ― ○ ― ― ○ ― ○ ○ ○ ○ ― ―

産建教育常任委員会 ○ ○ ― ○ ○ ― ○ ― ― ― ― ○ ―

21 木 議会運営委員会 ― ― ○ ― ○ ○ ○ ― ― ○ ― ○ ○

22 金 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

28 木 広報・広聴常任委員会 ― ○ ― ○ ― ― ― ○ ○ ― ― ○ ―

議 長 交 際 費
区　分

１月 ２月 ３月

金額（円） 内　容 金額（円） 内　容 金額（円） 内　容

会　費 5,000 亘理警察官友の会　負担金 23,000 宮城県議会議員との行政懇
談会　会費　他２件 5,000 消防団懇談会　会費

慶　弔 0 0 0

その他 0 0 0

合　計 5,000 23,000 5,000

議

会

活

動

紹

介

　
１
月
24
日
に
開
催
し
た
全
員
協
議
会
に

お
い
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
「
議
員
の

た
め
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
」
を
行

い
ま
し
た
。

　
研
修
の
中
で
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
抵

触
行
為
の
代
表
例
や
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

を
守
る
た
め
に
議
員
が
意
識
す
べ
き
こ
と
、

議
会
と
し
て
の
取
り
組
み
な
ど
を
学
び
ま

し
た
。

　
２
月
３
日
に
仙
南
亘
理
地
方
町
議
会
議

員
合
同
研
修
会
が
蔵
王
町
で
開
催
さ
れ
、

総
務
省
統
計
局
が
作
成
し
た
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
「e-Stat

」
の
説
明
と
活
用
法
に
つ

い
て
の
講
義
を
受
け
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
議
員
か
ら
は
、
統
計
ツ
ー
ル

を
活
用
す
る
こ
と
で
、
誰
で
も
国
経
済
・

社
会
の
現
状
が
分
か
り
、
社
会
活
動
の
資

料
が
得
ら
れ
、
一
般
質
問
や
政
策
形
成
の

バ
ッ
ク
デ
ー
タ
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
が

で
き
、
活
動
の
幅
を
広
げ
ら
れ
る
と
い
っ

た
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　
１
月
１
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震

の
被
害
に
対
し
て
、
議
員
全
員
か
ら
募
っ

た
寄
付
金
を
日
本
赤
十
字
社
を
通
じ
て
、

石
川
県
へ
渡
し
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

旭き
ょ
く
じ
つ
た
ん
こ
う
し
ょ
う

日
単
光
章
（
自
治
功
労
）

　
岩い

わ
佐さ

　
宣の

ぶ
久ひ

さ 

氏
（
町
区
）

　
こ
の
度
、
町
議
会
議
員
を
４
期
に

わ
た
り
務
め
ら
れ
、
地
方
自
治
の
振

興
発
展
の
ほ
か
、
そ
の
間
の
さ
ま
ざ

ま
な
ご
功
績
が
認
め
ら
れ
旭
日
単
光

章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
議
員
在
籍
期
間
（
16
年
）

　
　
昭
和
58
年
５
月
１
日
～

平
成
11
年
４
月
30
日

　
12
月
21
日
に
開
催
し
た
全
員
協
議
会
に

お
い
て
、
心
肺
蘇
生
法
及
び
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使

用
方
法
に
つ
い
て
、
あ
ぶ
く
ま
消
防
本
部

の
職
員
か
ら
講
習
を
受
け
ま
し
た
。

　
人
形
を
使
い
な
が
ら
実
際
に
体
験
す
る

こ
と
で
、
い
ざ
と
い
う
と
き
迅
速
に
行
動

す
る
た
め
の
心
構
え
と
想
像
以
上
に
体
力

を
使
う
と
い
う
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

叙
勲
　
受
章

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修

仙
南
・
亘
理
地
方
町
議
会
議
員
研
修
会

能
登
半
島
地
震
に
対
す
る
寄
付

救
急
救
命
講
習

議
会
活
動

議
会
活
動

議
会
活
動

議
会
活
動
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編
集
デ
ス
ク

　
先
日
、
町
内
各
小
中
学

校
で
卒
業
式
が
挙
行
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
特
色
の
あ
る
素

晴
ら
し
い
卒
業
式
で
あ
り

ま
し
た
。
皆
さ
ん
ご
卒
業

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
３
月
22
日
、
東
京
大
学

で
も
卒
業
式
が
あ
り
、
総

長
が
次
の
よ
う
な
話
を
し

ま
し
た
。「
深
刻
な
対
立

が
世
界
の
現
実
と
し
て
存

在
す
る
。
相
手
と
主
張
が

対
立
し
て
も
、
諦
め
ず
に

対
話
の
場
を
作
り
続
け
る

意
思
を
捨
て
な
い
で
下
さ

い
」
と
。
将
来
あ
る
皆
さ

ん
に
は
こ
れ
か
ら
の
人
生

の
中
で
の
ご
参
考
ま
で
。

　
我
々
議
会
も
町
民
の
負

託
に
応
え
る
べ
く
、
ト
コ

ト
ン
話
し
合
い
を
し
、
審

議
を
尽
く
し
、
町
の
た
め
、

よ
り
良
い
方
向
に
結
論
を

見
つ
け
出
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（
委
員　
岩
佐　
哲
也
）

会　期：６月６日（木）～ 13日（木）
開　会：午前10時
本会議：６月６日、10日、11日、13日
　　　　（一般質問：６月10日･11日）

お詫びと訂正
　議会だよりやまもとVol.204（令和６年２月１日発行）
の２ページにおいて、次のとおり誤りがございましたの
で、訂正するとともに深くお詫び申し上げます。
【誤】→「物価高等

・
対応重点支援地方創成

・
特
・
別
・
交付金」

【正】→「物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金」

令和６年 第２回山元町議会定例会（予定）◇◇お知らせ◇◇

　東日本大震災により人口が減少したこの町に人
を呼びたいと、令和元年７月に友人と設立し、現
在は５人で活動している農園です。趣旨に共感し
た復興ボランティアや地域おこし協力隊などが、
ここの立ち上げと運営に大きな力を発揮してくれ
ました。
　数年前からは、山元・角田支援学校、仙台市内
小学校の生徒と、学生ボランティアとのサツマイ
モ等栽培の農業体験受け入れに取り組んでいます。
子どもたちが作業を通し、作物がどのようにして
できるのかを知り、個性を生かした適材適所な「魅
力的な仕事創出」に繋げたいと考えております。

　『おひさま』は温かさを、『村』は様々な人々が
集まる場所をイメージし、サツマイモをはじめ、
イチジク、ブルーベリー、ユズ等を中心に栽培し
ています。また、町の宝でもある古民家を、誰も
が楽しく集まることができる場「八手庭古民家ま
るしぇ」とし、料理教室、ヨガ、整体、乗馬体験
など、人と人とを繋ぎ、地域活性化を図っています。
　これからも、昔からこの地に存在している素晴
らしい地域資源を生かし、人を大切にし、地域と
共にひとつひとつ夢の実現に向けて、いきいきワ
クワクドキドキ感にあふれる活動を続けています。
　「ぜひとも遊びに来てみてけらいん。」

いきいきワクワクできる地域を　　おひさま村農園　代表　鈴木仁一
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